




使用法

1.基本的な接続 --."， --，~， --.，..--一一一一一一一.~--....--"，，， 

(1) 発振器!I.¥力を測定する回路に入力し、その

同路の出力を信号測定器に入力します。

(2) 発振器の周波数を設定します。

(3) ファンクション・スイッチで誠リ定項目を選

択します。雑音レベル、歪み率以外はすべ

て rY.dBY.WJポジションで測定します。

2. 周波数特性の測定 一一一一一一一一一一一

(1) 一般には出力の偏差を dBFI盛で読み取り
ます。 (dBYFf盛は、 1Yを規準とした信

号レベルで、す)

3.パワーの測定 --，~，，--，，'''--，，"，--，，"，--一一一一一一一一ゅ
(1) アンフ。出力を 8.0のダミ-:t.ff:tJi:に加え、そ

の両端の電圧から測定します。ダミーが4.0

のときは読i耳又イ直を 21官、 6.0 のときは1.33

f音 (8/6) します。
(2) 150W以上の測定のときは、低歪み率の抵

抗減衰器(900.0/100.0の金属皮膜抵抗使用

のアッテネータ等)を通して測定します。

(3) 電庄言十 1Yレンジでは、パワー計は0.15

WFSです。以下同様に10dB下げる毎にパ

ワー計のフルスケールは 1/10になります。

4. SN比の測定 一一一一一一一一司'一一一一酔
(1) ファンクション・スイッチの ry.dBY. 

WJポジションで信号レベルを読みます。

(通常 1kHzを使用します)

(2) アンプの入力端子をショートします。(ま

たは 1k.oでターミネー卜します)

(3) ファンクション・スイッチをノイズ(A)に入

れて雑音レベルを読みます。信号レベルと

の差がSN比です。(このときの雑音レベ
ルは聴感補正用A特性のフィルタがかけ
られています)

5. トータル蓋み率(THD)の測定一一一一一一

(1) rファンクション・スイッチ」を「テ叩イス

トーション」にします。

(2) r歪み率測定スイッチ」の周波数の小型ラ

ンフ。のf可nかカま点士丁していることを石雀認し
ます。

(3) r歪み準測定スイッチ」を「レベルチェッ

ク」に入れます。メーターが入力信号を示

しますので、レベルの確認と、指針が適正

範囲(-10dB-OdBの間)にあることを確

かめます。

(4) 指針が適正範岡から外れると上部の「ロー」

「オーリfー」のランプが点灯しますので「イン

フ。ットレベルJスイッチで調整します。

(5) r歪み率測定スイッチ」をランプの点灯し

ている周波数に入れるとトータルハーモニ

ックディストーション(THD)が示される

ので、測定レンジ切替えスイッチを操作し

て値;を言売みます。

(6) (CAL)は自動レベルセット動作の確認で、

通常は使いません。もし、このポジション

で、指針がOdBから0.5dB以上ずれてい

る場合は、ケース側面の調整干しから調整し

ます。

6.1kHZの第2、第3高調波の測定一一一一一
(1) r歪み率測定スイ、ソチ」のr1 kH 2 J のポジ

ションでは 1kHzの第 2高調波を、 r1kH

3Jで、はliiJじく第 3高調むたを測定出来ます。
この出調波別の測定はノイズ、の影響を受け

にくいので、測定精度が上がります。

7. 歪み成分の分析 e 一一一一一一一一一一一世

(1) rテゃイストーション・アウトフ。ット」には

歪み成分のf戸号が，'1'，ていますから、これを
FFT、波形分析機等を使用して分析します。

(2) rディストーション・アウトプット」の出

力レベルは rFS時=0.316VJです。

「例」歪み率測定レンジが0.01%に置かれ、

歪み成分により指針がFSを指したとすると、

「ディストーション・アウトプット」端子

には0.316Vの電圧が出てきます。したがっ

て、 FFT、周波数分析機の入力を0.316Y=

0.01%に校 I[すればOKということです。
8. CR部品の測定 一--，，"， --.，，，.--"，..--一一一一一一一。

(1) コンデンサ、抵抗予の部品の歪み率測定

は、発振器より l白亨Ijに低歪み率抵抗を通し

て被測定部品に信号を流し、その部品の両

端の電圧で歪み率を測定します。低歪み率

抵抗には金属箔抵抗が便利です。

(2) 直列抵抗は 1k.o-10k.oとし、被測定部品

のインピーダンスに近い値を選定します。

(3) 部品の歪み率の差は100Hz-1 kHzあたり

がよく分かります。また、測定電庄の高い

程、歪み率は大きく出ますので、発振器出

力は常に最大で使用します。

(4) 歪み率計の入力側から見た信号源インピー

ダンスが尚くなるに従い、ノイズ、残留歪

み率が噌加しますのでije意してください。

「例:コンデンサ測定回路」

(抵抗とコンデンサの位置を逆にしてもよい)

1 kHz 
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